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（ T E L  0 3－ 6 8 2 1－ 0 6 0 6） 

国内上場中小型株式に対する共同投資に関するお知らせ 

 当社は、本日開催の取締役会において、オールド・ピーク・グループ・リミテッドが運用す

る国内上場中小型株式に対する投資ファンドへの投資を決定しましたので、下記のとおりお知

らせ致します。 

記 

１．オールド・ピーク・グループの概要 

オールド・ピーク・グループ・リミテッド（Old Peak Group Ltd. 以下「OP 社」という）

は、ソロス・ファンド・マネジメント（Soros Fund Management）等で投資運用を行ってきた

ジョン・ズワンストラ（John Zwaanstra）氏が率いる香港を拠点とする投資会社で、ボトムア

ップのアプローチによる企業分析を通じた割安な株式や債券等への中長期的な投資を行って

います。 

２．共同投資の理由 

OP 社は、当社ファンダメンタルズについての独自の調査や、事業の将来性や資本の効率的

活用等に関する当社経営陣との建設的なコミュニケーションを重ねることで、当社に対する

理解を深め、現在は、その運用するファンド（後述の Penta Japan Value Fund LPは含まれま

せん）を通じ、当社の発行済株式総数の５％超の持分を保有する開示を行っております。 

今般、当社は、OP 社のボトムアップのアプローチによる分析や、上記のようなエンゲージ

メント活動を活かした、日本の上場中小型株式運用に特化したオフショア籍投資ファンドの

Penta Japan Value Fund LP への総額 20 億円となる投資を決議いたしました。当社は、OP社

と本件目的の為に共同設立する法人を通じて同ファンドに出資し、また同ファンドの投資委

員会への参加を通じてファンド運営にも関与していく予定です。 

当社は、本件投資による中長期的なリターンを目指すだけでなく、OP 社が持つ運用ノウハ

ウの獲得や、投資運用に関わる人材の育成、ネットワークの活用による収益の多様化を図って

いきたいと考えております。 

なお、本件投資は、規模的に東京証券取引所が定める開示基準には該当致しませんが、開示

による一定の株式持分を有する OP 社との取引であることから、社外取締役からの意見を得る

とともに、透明性の観点を踏まえ適時開示をするものです。 
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3．今後の見通し 

本件が今期の連結業績に与える影響については、適宜、開示していきます。 

以 上 


